
新大学の改革構想を
東京都立大学が独自に作成。

大学『改革』説明会
都民にむけた

東京都立大学は、
東京都の大学管理本部案とは別に、
独自の改革構想を作成しています。

「都立の大学を考える都民の会」では、
東京都立大学の茂木俊彦総長に独自の構想について

報告をお願いしました。
あなたの意見、私たち都民の思いを出し合い、

話し合いませんか。

茂木俊彦・東京都立大学総長が報告

みんなの思い がいきる

都立の大学づくりを

とき●12月 21日(日) 14:00～ 16：00
　　　(13:30受付開始)
会場●東京都立大学教養部棟110番教室
主催●都立の大学を考える都民の会

私
た
ち
の
求
め
る都立の大学とは？



　2003年８月以降、都立の大学をめぐ
る動きは大きく変わってきました。東
京都の大学管理本部は、これまで都立
大学と大学管理本部との間で積み重ね
てきた議論や合意を一方的に破棄し、
「新しいタイプの大学づくり」を強行
に進めようとしています。
　私たちは、現在のような「大学改革」
の進め方に、都民として強い憤りを感
じています。このように強引で非民主
的な「改革」の進め方に、私たちは反
対します。
　もちろん私たちは、都立の大学が、
現状のままでよいと考えているわけで
はありません。改革のプロセスがもっ
と都民に開かれること、その中で都民
の声に大学は誠実に耳を傾けて欲しい
という思いを持っています。
　しかし現在進められている「改革」
は、「都民の声」を口実に進められなが
ら、その実都民の声を全く無視して進
められています。都立の大学に対する

本当の「都民の声」はどのようなもの
なのか、そのことを私たちは、様々な
立場の都民と共に丁寧に考えていきた
いと思います。そのためにも、現在の
東京都による一方的な「改革」を押し
とどめる必要があります。
　私たちは、都立の大学に、将来に対
する様々な不安を抱えながらも学問研
究への取り組みを通じて社会に貢献し
ようとしている教員や院生、あるいは
大学での学びを通じて自分自身の生き
方を模索しようとしている学生、毎日
の事務作業を通じて大学を支えている
職員がいることも知っています。彼ら
はそれぞれの立場から、都立の大学を
守るために様々な取り組みをしていま
す。私たちはこのような取り組みを大
学の外から応援していくとともに、都
民として率直に現在の大学に対する意
見・要望を伝え、都立の大学を真に「都
民のための大学」とするための取り組

みを進めていきたいと考えています。

●設立趣意書

■　賛同費（会費）　■
(1)　個人参加はカンパ（１口千円、学生１口500円何口でも可）
(2)　組織参加は入会費（１口１万円何口でも可）
●賛同カンパ振込先
郵便局口座名義　都立の大学を考える都民の会
口座番号　００１９０－５－４８１３２４

本会の設立趣旨に賛同し、「都立の大学を考える都民の会」への
入会を希望される方は、下記の事項をお知らせください。
●　お名前 　　●　ご所属（肩書き）
●　お名前・ご所属等についての公開
（いずれかに○をつけてください）
　　可　　不可　一部可（公開して良い部分は　　　　　　）
●　連絡先ご住所　　●　メールアドレス
●　その他、お手伝いいただけること、メッセージなど

「都立の大学を考える都民の会」

■　連絡先　■
●　〒184-8501　東京都小金井市貫井北町4-4-1
    東京学芸大学障害児教育講座　高橋智研究室気付
●　〒194-0298　東京都町田市相原町4342
　　法政大学社会学部　荒井容子研究室気付
　　　　　　　　　　　　　　 （いずれでもかまいません）

●　Email　ganbare_toritudai@yahoo.co.jp
●　URL　http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Lounge/3113/
　　　　index.html

●呼びかけ人　金子ハルオ（都立大学名誉教授）、清水誠（同）、
　　　　　　　　暉峻淑子（埼玉大学名誉教授）、山口昭男（岩波書
　　　　　　　　店社長）、池上洋通（自治体問題研究所研究員）

（順不同）


